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[1] 次の 4条件すべてを満たす，[0, 1]上の関数列 {fn(x)}n の例をあげよ．根拠を
きちんと説明すること．

(1) 各 fn(x)は [0, 1]上連続で，fn(x) ≥ 0を満たす．
(2) すべての p ∈ [1,∞)に対して，n → ∞のとき ‖fn‖p → 0である．
(3) すべての x ∈ [0, 1]に対し，n → ∞のとき fn(x) → 0である．
(4) n → ∞のとき， sup

0≤x≤1
fn(x) → ∞である．

[2] t > 0に対し，

F (t) =
∫ ∞

0

e−tx sinx

x
dx

とおく．
(1) F ′(t)を求めよ．
(2) F (t)を求めよ．

[3] (X,B, µ) は測度空間で，µ(X) = 1を満たすものとする．f(x), g(x) は X 上
の正値可測関数で，ほとんどいたるところ f(x)g(x) ≥ 1を満たすとする．このとき∫

X

f(x) dµ

∫
X

g(x) dµ ≥ 1であることを示せ．

[4] {fn(x)}n=1,2,3,... を R上の実数値 Lebesgue 可測関数の列とする．どの an も

0ではないような実数列 {an}n で，無限級数
∞∑

n=1

anfn(x)が R上ほとんどいたると

ころ絶対収束するようなものが存在することを示せ．

[5] (X,B, µ)を σ-finiteな測度空間とする．この時，L1(X) = L2(X)となるため
の必要十分条件を求めよ．ただし条件はなるべく簡明な形で求めること．論理的に
正しくても，不必要に複雑な条件の場合は減点することがある．
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